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時
空
の
漂
泊 

（
二
〇
一
一
年
十
二
月
十
六
日
 

第
七
十
三
号
） 

岡 

松  

壮
三
郎   

日
本
の
空
を
日
本
の
翼
で 

日
本
初
の
中
型
旅
客
機
Ｙ
Ｓ━

１
１
と 

日
本
航
空
機
製
造(
株)   

 

はは
じじ
めめ
にに  

 

 
わ
が
家
に 

Ｙ
Ｓ─

１
１
、
二
機
が
飛
ん
で
い

る
。
一
機
は
０
１
号
機
、
も
う
一
機
は
Ｊ
Ａ
 

８
７
４
１
号
機
、
勿
論
、
模
型
で
あ
る
が
、
東

日
本
大
災
害
で
一
機
は
棚
か
ら
墜
落
し
、
翼
が

壊
れ
た
が
直
ち
に
修
理
が
施
さ
れ
立
派
に
就
航

し
て
い
る
。 

 
自
分
の
通
産
省
勤
務
の
中
で
最
も
長
く
在
籍

し
た
の
が
航
空
機
武
器
課
（
昭
和
四
十
二
年
七

月
〜
四
十
五
年
七
月
）
で
あ
る
。
ほ
ぼ
三
年
い

た
。
そ
の
間
、
加
藤
博
男
課
長
、
山
野
登
課
長

の
補
佐
と
し
て
 

Ｙ
Ｓ─

１
１
の
輸
出
案
件
、

日
本
航
空
機
製
造
株
式
会
社
（
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
）
の

経
営
全
般
な
ど
に
関
与
し
た
だ
け
に
極
め
て
思

い
入
れ
が
あ
る
。 

 
わ
が
家
の
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
う
ち
一
機
は
、
こ

の
課
を
去
る
時
、
思
い
出
の
品
と
し
て
頂
い

た
。
も
う
一
機
は
後
日
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
が
解
散
し

た
時
、
社
内
に
あ
っ
た
も
の
を
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
に
深

く
関
係
し
た
人
へ
の
記
念
の
品
と
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

い
つ
の
日
か
ら
か
当
時
の
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
課
長
連

に
よ
る
私
を
囲
む
「
岡
松
会
」
が
で
き
、
毎
年

年
末
近
く
に
集
ま
る
の
が
例
で
あ
る
。
最
初
は

十
名
で
始
ま
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
一
人

欠
け
、
ま
た
、
一
人
欠
け
で
目
下
七
名
の
会
に

な
っ
て
い
る
。
や
む
え
な
い
こ
と
と
は
い
え
寂

し
い
限
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
当
時N

ew York

在
の
国
際
営
業
課
長
だ
っ
た
伊
藤
健
之
助
氏
、

当
時
、
調
達
課
長
だ
っ
た
島
津
製
作
所
前
会
長

の
矢
嶋
英
敬
氏
ら
参
加
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。 

 

ＹＹ
ＳＳ──

１１
１１
のの
生生
いい
立立
ちち  

 

 
民
間
航
空
機
産
業
政
策
史
と
し
て
、
や
は
り 

Ｙ
Ｓ─

１
１
の
生
い
立
ち
に
一
言
触
れ
て
お
き

た
い
。
（
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
筆
者
の
同
課
着
任

前
の
こ
と
で
あ
る
。
） 

 
わ
が
国
の
航
空
機
工
業
は
、
終
戦
後
の
禁
止

令
が
解
か
れ
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
に
再
開
さ

れ
た
。
昭
和
三
十
一
年
重
工
業
局
航
空
機
武
器

課
長
に
就
任
し
た
赤
澤
彰
一
氏
は
「
航
空
機
工

業
の
再
建
の
た
め
に
は
、
わ
が
国
の
民
間
航

空
、
防
衛
、
輸
出
に
共
通
的
に
役
立
つ
純
国
産

輸
送
機
を
開
発
す
る
必
要
性
を
力
説
し
、
三
十

二
年
度
を
初
年
度
と
す
る
四̶

五
年
の
長
期
計

画
」
を
打
ち
出
し
た
。 
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こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー
各

社
、
ユ
ー
ザ
ー
各
社
、
ま
た
、
関
係
省
庁
（
運

輸
省
、
防
衛
庁
、
科
技
庁
（
航
空
技
術
研
究

所
）
）
と
の
精
力
的
な
話
し
合
い
が
繰
り
返
し

も
た
れ
、
後
の
Ｙ
Ｓ─
１
１
と
し
て
実
現
し
て

い
く
。
翌
三
十
二
年
に
鉱
工
業
技
術
研
究
補
助

金
三
五
〇
〇
万
円
が
認
め
ら
れ
、
「
（
財
） 

輸

送
機
設
計
研
究
協
会
」
（
こ
れ
が
後
に
Ｙ
、
Ｓ

の
起
源
と
な
っ
た
）
が
発
足
、
「
五
人
の
サ
ム

ラ
イ
」
と
呼
ば
れ
た
方
々
（
堀
越
二
郎
、
太
田

稔
、
菊
原
静
男
、
土
井
武
夫
、
木
村
秀
政
）
が

設
計
に
携
わ
れ
た
。 

 
こ
の
方
々
か
ら
「
航
空
機
の
設
計
は
、
自
分

で
新
し
く
ク
リ
エ
ー
ト
す
る
も
の
だ
か
ら
、
根

本
的
に
は
ア
イ
デ
ア
が
物
を
言
う
が
、
年
齢
的

に
六
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
も
う
ダ
メ
だ
」
と
い
っ

た
趣
旨
の
話
し
が
赤
澤
課
長
の
耳
に
入
り
、
こ

れ
ら
五
十
歳
台
の
有
能
な
設
計
者
た
ち
の
意
欲

が
枯
渇
し
な
い
う
ち
に
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

踏
み
切
ら
せ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

（
こ
の
項
は
梅
沢
喬
二
氏
著
「
翼
は
よ
み
が
え
っ
た
Ｙ
Ｓ

─

１
１
、
国
産
プ
ロ
ッ
プ
・
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
完
成
の
記

録
昭
和
三
十
九
年
」
に
負
う
。
同
氏
は
日
本
航
空
新
聞
社

の
記
者
で
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
航
空
機
武
器
課
に
顔
を
出
し

情
報
収
集
し
て
い
た
。
） 

 
設
計
案
と
し
て
、
国
内
需
要
を
考
え
、
①
一

二
〇
〇
ｍ
と
い
う
短
距
離
離
着
陸
性
（STO

L

性
）
、
②
航
続
距
離
八
〇
〇
〜
一
二
〇
〇
㎞
、

③
六
〇
人
乗
り
、
④
低
翼
、
⑤
双
発
タ
ー
ボ
・

プ
ロ
ッ
プ
・
エ
ン
ジ
ン
な
ど
が
決
ま
っ
た
。 

 
こ
の
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
前
年
成

立
し
て
い
た
航
空
機
工
業
振
興
法
を
改
正
し
、

官
民
共
同
の
特
殊
法
人
日
本
航
空
機
製
造
株
式

会
社
（
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
）
が
昭
和
三
十
四
年
六
月
に

設
立
さ
れ
た
。 

 
試
作
一
号
機
の
初
飛
行
が
昭
和
三
十
七
年
八

月
、
運
輸
省
の
型
式
証
明
取
得
が
三
十
九
年
八

月
、
量
産
一
号
機
は
四
十
年
三
月
に
運
輸
省
航

空
局
に
納
入
さ
れ
、
航
空
各
社
へ
は
四
月
か
ら

始
ま
っ
て
い
っ
た
。
輸
出
に
必
要
な
ア
メ
リ
カ

航
空
局
（
Ｆ
Ａ
Ａ
）
の
型
式
証
明
は
九
月
に
取

得
で
き
た
。 

 
わ
が
国
航
空
機
産
業
政
策
の
戦
後
の
第
一
歩

は
こ
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
間
、
赤
澤
璋
一
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
が
メ

ー
カ
ー
各
社
、
ユ
ー
ザ
ー
各
社
、
関
係
省
庁
を

動
か
し
、
さ
ら
に
戦
前
か
ら
軍
用
航
空
機
の
設

計
に
携
わ
っ
て
い
た
人
々
の
意
気
込
み
が
こ
こ

ま
で
引
っ
張
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

国国
内内
販販
売売  

 
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
国
内
販
売
は
、
民
間
機
と
官

需
機
に
分
か
れ
る
。
民
需
機
は
全
日
空
、
日
本

国
内
航
空
、
東
亜
航
空
で
あ
る
が
、
開
発
の
最

終
段
階
で
機
の
安
定
性
か
ら
主
翼
の
上
反
角
を

２
度
あ
げ
る
な
ど
の
改
修
等
（
い
わ
ゆ
る
三
舵
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改
修
）
が
入
っ
た
た
め
に
、
一
年
半
近
い
遅
れ

が
出
た
。 

 
こ
の
結
果
、
全
日
空
が
予
備
契
約
二
〇
機
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ォ
ッ
カ
ー
社

製
Ｆ
２
７
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
機
の
購
入
と
な
っ

た
こ
と
が
痛
か
っ
た
。
こ
の
他
、
海
外
市
場
で

も
、
大
口
需
要
が
競
合
機
種
（
Ｆ
２
７
、
ア
ブ

ロ
７
４
８
、
コ
ン
ベ
ア
６
０
０
）
に
抑
え
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。 

 
こ
れ
に
対
し
、
官
需
機
と
し
て
は
海
上
保
安

庁
、
防
衛
庁
、
運
輸
省
が
あ
り
、
採
算
的
に
は

プ
ラ
ス
だ
っ
た
。
特
に
防
衛
庁
機
の
受
注
は
、

性
能
に
つ
い
て
の
厳
し
い
注
文
は
あ
っ
た
も
の

の
、Sales

に
伴
う
リ
ス
ク
が
な
い
ば
か
り
か
、

厳
し
い
注
文
に
応
え
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
掛
か

っ
たCost

に
適
正
利
潤
を
上
乗
せ
し
た
も
の
が

保
証
さ
れ
た
だ
け
に
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
経
営
上
は
プ
ラ

ス
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、
Ｙ
Ｓ̶

１
１
の
総
生
産
機
種
一
八
二
機
の
う
ち
、
防
衛

庁
機
、
海
上
保
安
庁
機
、
運
輸
省
航
空
機
用
機

（
フ
ラ
イ
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
機
）
を
含
め
、
い
わ

ゆ
る
官
需
は
三
四
機
で
あ
っ
た
。 

ＹＹ
ＳＳ──

１１
１１
のの
輸輸
出出
案案
件件  

 
わ
が
国
初
の
中
型
旅
客
機
 

Ｙ
Ｓ─

１
１
の

輸
出
は
、
わ
が
国
航
空
機
業
界
と
し
て
は
経
営

陣
の
上
か
ら
下
ま
で
尽
く
初
め
て
の
体
験
で
あ

り
、
文
字
通
り
、
手
探
り
の
状
態
で
あ
っ
た
。 

 
国
内
エ
ア
ラ
イ
ン
へ
の
デ
リ
バ
リ
ー
一
号
機

が
四
十
年
四
月
、
最
初
の
輸
出
案
件
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
向
け
）
が
四
十
年
十
月
、
私
の
航
空
機
武

器
課
着
任
が
昭
和
四
十
二
年
七
月
で
あ
る
か

ら
、
あ
る
程
度
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期

と
言
え
る
。 

 
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｆ
Ｏ
Ａ
航
空
で
の
就
航
は
そ

の
後
四
機
保
有
と
な
り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
の

三
機
受
注
と
と
も
に
次
へ
の
発
展
を
予
測
さ
せ

て
い
た
。 

 
こ
の
間
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
は
日
本
の
航
空
機
に
全

く
馴
染
み
の
な
い
ユ
ー
ザ
ー
の
掘
り
起
こ
し

（
「
イ
ン
ド
製
の
自
動
車
を
誰
が
買
う
か
」
と

言
わ
れ
た
と
、
今
か
ら
四
十
五
年
近
く
前
の
話

で
あ
る
が
、
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
輸
出
担
当
者
は
述

懐
し
て
い
る
）
の
た
め
に
は
、
実
機
を
見
せ
る

こ
と
が
必
要
と
海
外
へ
の
デ
モ
ン
ス
テ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
フ
ラ
イ
ト
を
四
十
一
年
の
秋
に
ア
メ
リ
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カ
、
四
十
二
年
に
南
米
、
カ
ナ
ダ
へ
と
精
力
的

に
行
っ
た
。 

 
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
社
か

ら
、
輸
出
市
場
に
合
っ
た
仕
様
へ
の
適
合
を
求

め
ら
れ
、
五
〇
号
機
以
降
生
産
の
機
体
か
ら
大

幅
の
改
修
が
行
わ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
ペ
イ
ロ
ー

ド
を
一
ト
ン
増
や
し
、
こ
れ
に
伴
う
数
々
の
設

計
変
更
、
改
修
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
修
に
よ

る
Ｙ
Ｓ─

１
１
Ａ
の
誕
生
な
か
り
せ
ば
、
累
計

一
八
二
機
の
生
産
に
つ
が
ら
な
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。 

 
こ
れ
ら
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
ペ
ル
ー
の

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
航
空
向
け
商
談
が
始
ま
っ
た
が
、

契
約
は
リ
ー
ス
・
パ
ー
チ
ェ
イ
ス
方
式
で
あ

り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
輸
銀
融
資
を
付
け
る
べ

く
奔
走
し
た
。
こ
れ
は
、
大
蔵
省
国
金
局
出
入

り
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。 

 

  

Ｙ
Ｓ─

１
１
の
購
入
希
望
エ
ア
ラ
イ
ン
は
経

営
状
況
が
苦
し
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
他
の

案
件
も
含
め
、
融
資
返
済
が
確
実
で
あ
る
こ
と

の
苦
し
い
説
明
を
強
い
ら
れ
た
。
最
初
か
ら
の

パ
ー
チ
ェ
イ
ス
は
無
理
と
い
う
こ
と
で
、
初
め

て
こ
の
リ
ー
ス
・
パ
ー
チ
ェ
イ
ス
方
式
を
と
っ

た
が
、
以
後
、
こ
れ
が
相
手
方
エ
ア
ラ
イ
ン
に

Ｙ
Ｓ─

１
１
の
購
入
条
件
と
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。 

 
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
輸
出
案
件
で
一
番
大
き
か
っ

た
の
は
ア
メ
リ
カ
のPiedm

ont

航
空
向
け
で
、

一
〇
機
の
購
入
プ
ラ
スO

ption

一
〇
機
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。 

 
同
社
は
、N

orth Carolina

州W
inston-

Salem

市
に
本
社
を
置
き
、
こ
の
エ
リ
ア
の
航
空

会
社
と
し
て
は
最
大
手
で
、W

ashington D
.C.

へ
の
路
線
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
後
日
、
筆
者
が

N
ew York 

駐
在
中
に
出
張
先
のN

ational

空
港

で
見
掛
け
る
こ
と
と
な
り
、
改
め
てW

hite 

H
ouse

の
上
を
飛
ぶ
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
雄
姿
に
感
激

し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
こ
のPiedm

ont

航
空
へ
の
計
二
〇
機
の
販
売

に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
前
述
の
膨
大
な
改
修

要
求
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、N

AM
C

は
多
大
の

支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
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Piedm
ont

航
空
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
競

争
の
激
し
い
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
カ
ル
・
エ
ア
ラ

イ
ン
で
新
鋭
機
と
し
て
活
躍
し
、
名
機
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
と

の
評
価
が
あ
る
。
  

 
と
は
言
え
、
売
り
込
み
に
あ
た
っ
て
大
変
な

苦
労
が
あ
り
、
後
日
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
く
か
な
り
多
額
の
裏
取
引
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
当
時
筆
者
は
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。 

 
そ
の
他
い
く
つ
か
の
案
件
が
あ
っ
た
が
、
先

述
の
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト
は
輸
銀
融
資
を
取
り
付

け
る
こ
と
で
、
案
件
ご
と
に
大
蔵
省
国
金
局
の

担
当
課
に
日
参
し
了
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。 

 
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
輸
出
案
件
は

長
期
の
延
べ
払
い
で
あ
っ
た
が
、
返
済
期
間
中

に
襲
っ
た
円
高
の
流
れ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
経
営
に

大
き
な
赤
字
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

 
さ
ら
に
多
く
の
ケ
ー
ス
で
輸
出
先
の
エ
ア
ラ

イ
ン
が
使
用
し
て
い
る
機
材
の
下
取
り
を
求
め

ら
れ
、
引
き
取
っ
た
、
そ
れ
ら
の
中
古
機
の
販

売
が
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
に
と
っ
て
経
営
的
に
多
く
の
負

担
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

事事
業業
計計
画画
とと
資資
金金
調調
達達  

 
当
初
のPay Line

が
何
機
で
あ
っ
た
か
に
つ

い
て
情
報
は
な
い
。
い
や
む
し
ろ
具
体
的
な
数

字
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
辺
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
る
が
故
に
前
に
進
め
る
こ
と
し
か
考
え

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
真
実
で
あ
ろ
う
。 

 
記
録
を
辿
る
と
、
「
昭
和
三
十
六
年
度
の
時

点
で
一
五
〇
機
の
量
産
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
輸
出
五
〇
な
い
し
一
〇
〇
機
程

度
、
国
内
民
間
向
け
三
〇
な
い
し
五
〇
機
程

度
、
防
衛
庁
五
〇
機
程
度
の
需
要
が
期
待
で
き

る
」
（
前
出
 

梅
沢
氏
の
著
書
に
よ
る
）
と
し

て
い
る
。 

 
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
生
産
コ
ス

ト
、
販
売
価
格
な
ど
が
未
確
定
で
あ
り
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
需
要
見
積
も
り
と
言
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。 
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Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
の
経
営
上
の
課
題
は
、
販
売
先
の

確
保
と
と
も
に
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

資
金
調
達
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
そ
の
仕
組
み
に

触
れ
て
お
く
と
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
は
毎
年
度
の
事
業

計
画
で
、
何
機
の
生
産
、
う
ち
国
内
向
け
何

機
、
輸
出
何
機
と
見
込
む
。
前
述
の
通
り
、
国

内
販
売
に
つ
い
て
は
、
官
需
機
分
は
そ
れ
ぞ
れ

の
省
庁
の
予
算
に
計
上
さ
れ
、
民
需
分
は
開
銀

融
資
を
、
輸
出
機
に
つ
い
て
は
輸
銀
融
資
を
見

込
む
。
残
り
の
必
要
資
金
は
借
入
金
（
ま
た
は

社
債
）
で
賄
う
こ
と
と
な
る
。
日
本
興
業
銀
行

を
幹
事
銀
行
に
協
調
融
資
団
が
こ
れ
を
実
行
す

る
。
う
ち
八
〇
％
は
政
府
保
証
付
き
、
二
〇
％

は
民
間
独
自
融
資
で
あ
る
。
大
蔵
省
の
許
可
す

る
範
囲
で
、
こ
の
資
金
の
一
部
は
政
府
保
証
債

で
調
達
さ
れ
た
。
こ
の
政
府
保
証
枠
は
、
大
蔵

省
理
財
局
・
主
計
局
と
の
予
算
折
衝
で
決
定
さ

れ
た
上
、
実
行
の
案
件
ご
と
に
個
別
の
承
認
を

と
っ
て
い
た
。 

  

な
お
、
開
発
関
係
資
金
は
、
原
則
、
出
資
金

で
賄
わ
れ
て
い
る
。 

 
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
し
て
、
三
菱
信
託
銀
行
虎
ノ
門
支
店
か
ら

一
〇
億
円
の
無
担
保
、
無
保
証
融
資
が
実
行
さ

れ
た
。
当
時
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
の
資
金
繰
り
の
た

め
、
加
藤
航
空
機
武
器
課
長
自
ら
熱
心
に
金
融

機
関
巡
り
を
し
て
お
ら
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
同

行
の
支
店
長
は
、
加
藤
課
長
の
説
く
航
空
機
産

業
の
発
展
に
理
解
を
示
し
、
独
断
で
一
〇
億
円

の
融
資
を
決
定
し
て
く
れ
た
。
た
ま
た
ま
同
行

に
い
る
友
人
に
聞
く
と
行
内
で
も
大
い
に
話
題

に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 
Ｙ
Ｓ─

１
１
は
こ
の
よ
う
な
人
々
に
支
え
ら

れ
て
い
た
の
だ
。 

こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
う
ま
く
機
能
す
る
に

は
、
年
度
当
初
の
見
込
み
通
り
、
実
機
の
引
き

渡
し
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

フフ
ァァ
ーー
ンン
ボボ
ロロ
ーー
・・
エエ
アア
・・
シシ
ョョ
ウウ  

 
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
絶
頂
期
は
昭
和
四
十
三
年
九

月
の
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
フ
ァ
ー
ン
ボ
ロ
ー
・
エ

ア
・
シ
ョ
ウ
で
の
デ
モ
・
フ
ラ
イ
ト
で
あ
ろ

う
。
航
続
距
離
に
短
い
Ｙ
Ｓ─

１
１
を
は
る
ば

る
ロ
ン
ド
ン
ま
で
飛
ば
す
に
は
客
席
を
す
べ
て

取
り
外
し
、
こ
こ
に
燃
料
を
積
む
た
め
の
バ
グ

タ
ン
ク
を
置
く
こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
る
。
こ

の
機
を
、
試
作
一
号
機
テ
ス
ト
・
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
務
め
た
近
藤
機
長
と
長
谷
川
機
長
が
は
る
ば

る
と
操
縦
し
て
い
っ
た
。
筆
者
は
英
国
航
空
機

工
業
会
の
招
待
で
現
地
に
い
た
。 

イ
ギ
リ
ス
の
エ
ア
・
シ
ョ
ウ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
来
は
軍
用
機
、
民
間
機
を
問
わ
す
、
英

国
が
生
産
に
関
わ
っ
て
い
る
機
種
に
限
ら
れ
る

が
、
英
ロ
ー
ル
ス
・
ロ
イ
ス
製
の
エ
ン
ジ
ン
を

搭
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｙ
Ｓ─

１
１
は
特
別

に
デ
モ
・
フ
ラ
イ
ト
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。 
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三
日
間
に
わ
た
る
エ
ア
・
シ
ョ
ウ
の
二
日

目
、
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
出
番
と
な
っ
た
。
こ
の

時
、
と
ん
で
も
な
いH

appening

が
あ
っ
た
。
ち

ょ
う
ど
Ｙ
Ｓ─
１
１
の
デ
モ
・
フ
ラ
イ
ト
直
前

に
欧
州
三
カ
国
の
共
同
開
発
に
よ
る
新
鋭
対
潜

哨
戒
機ATRAN

TIC

が
大
き
な
機
体
を
、Royal

ブ
ー
ス
の
隣
で
見
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
前
を
、

ゆ
っ
く
り
と
片
肺
（
片
方
の
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

て
）
飛
行
を
し
て
見
せ
た
。
そ
し
て
デ
モ
を
終

わ
り
右
手
遠
方
に
あ
る
格
納
庫
を
越
え
る
と
こ

ろ
で
失
速
し
ゆ
っ
く
り
と
墜
落
し
て
行
き
、
黒

煙
が
も
う
も
う
と
立
ち
上
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

場
内
は
騒
然
、
わ
れ
わ
れ
の
隣
のRoyal

ブ
ー
ス

の
隣
の
ブ
ー
ス
に
い
た
墜
落
機
のPilot

の
夫
人

が
失
神
し
た
と
い
う
。 

 
こ
こ
で
デ
モ
・
フ
ラ
イ
ト
は
中
断
か
と
思
っ

た
が
、
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
の
鳴
り
響
く
中
、

Ｙ
Ｓ─

１
１
は
滑
走
路
を
滑
り
始
め
た
の
に
は

び
っ
く
り
し
た
。
あ
と
でPilot

近
藤
さ
ん
に
聞

く
と
、
離
陸
を
躊
躇
し
て
い
る
Ｙ
Ｓ
に
管
制
塔

か
ら
「Take O

ff ! Take O
ff !

」
の
催
促
が
あ

っ
た
と
い
う
。 

 
七
人
を
乗
せ
た
飛
行
機
が
墜
落
し
て
もShow

の
進
行
を
促
す
神
経
は
、
わ
れ
わ
れ
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。
Ｙ
Ｓ─

１
１
は
ゆ
っ
く
り
上

昇
し
左
旋
回
し
て
、
低
空
で
滑
走
路
の
上
を
一

度
飛
ん
で
見
せ
、
二
度
目
は
ま
さ
に
片
肺
飛
行

を
し
て
見
せ
た
。
事
故
が
あ
っ
た
直
後
だ
け

に
、
は
ら
は
ら
し
な
が
ら
見
守
っ
た
の
は
筆
者

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
デ
モ
・
フ
ラ

イ
ト
は
そ
の
機
の
持
っ
て
い
る
性
能
を
誇
示
し

合
う
も
の
だ
け
に
時
々
こ
う
い
う
事
故
が
あ
る

と
言
わ
れ
た
。
シ
ョ
ウ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

英
国
空
軍
機
に
よ
る
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
緊

張
し
な
が
ら
見
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

何
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
ブ
ー
ス
目
が
け
て
急
降
下

し
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
。 

航航
空空
機機
事事
故故
調調
査査
委委
員員
会会
とと  

機機
体体
メメ
ーー
カカ
ーー  

 
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
全
日
空
松
山
空
港
沖
墜
落
事

故
が
あ
っ
た
の
は
四
十
一
年
十
一
月
で
あ
る
。

運
輸
省
に
事
故
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
筆

者
の
着
任
後
も
引
き
続
き
調
査
が
継
続
し
て
い
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た
。
こ
う
い
う
と
き
に
機
体
メ
ー
カ
ー
は
ど
の

よ
う
に
身
を
処
す
べ
き
か
に
つ
い
てN

AM
C

の

技
術
担
当
役
員
で
あ
り
、
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
設
計

者
で
あ
ら
れ
た
東
條
輝
雄
氏
は
筆
者
に
「
原
因

が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
機
体
メ
ー
カ
ー
は
謝
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
事
故

調
査
委
員
会
の
席
上
で
も
ご
自
分
の
見
解
を
貫

か
れ
た
。 

「Pilot

は
着
地
地
点
を
誤
り
、
離
陸
の
や
り
直

し
を
し
た
。
い
わ
ゆ
る
、
ゴ
ー
ア
ラ
ウ
ン
ド
で

こ
の
時
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
心
理
と
し
て
今
着
陸

し
損
な
っ
た
雨
に
煙
る
滑
走
路
の
明
か
り
を
求

め
て
、
身
体
を
左
前
に
倒
し
な
が
ら
左
の
窓
か

ら
身
を
乗
り
出
す
よ
う
に
振
り
向
い
た
で
あ
ろ

う
。
こ
の
時
、
操
縦
桿
を
左
前
方
に
押
し
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
」
。 

 
こ
れ
に
対
し
、
元
日
航Pilot

出
身
の
著
名
な

委
員
は
「
こ
のPilot

は
飛
行
時
間
何
万
時
間
の

ベ
テ
ラ
ン
で
彼
が
操
縦
ミ
ス
す
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
こ
れ
は
機
体
に
何
ら
か
の
欠
陥
が
あ

っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
と
主
張
さ
れ
、

何
と
な
く
議
論
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
様
子
で
あ

っ
た
。 

 
こ
の
発
言
に
つ
い
て
傍
聴
席
に
い
た
筆
者
は

た
ま
り
か
ね
発
言
を
求
め
、
「
こ
の
委
員
会
は

事
故
の
原
因
に
つ
い
て
科
学
的
に
調
査
を
進
め

る
た
め
の
も
の
で
、
経
験
豊
か
な
こ
のPilot

が

操
縦
ミ
ス
を
す
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

議
論
が
進
む
の
は
納
得
で
き
な
い
」
旨
発
言
を

し
た
。 

 
通
産
省
の
一
課
長
補
佐
が
傍
聴
席
か
ら
発
言

す
る
の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
機
体
メ

ー
カ
ー
所
管
省
と
し
て
納
得
で
き
な
か
っ
た
が

故
で
、
よ
く
発
言
を
許
し
て
く
れ
た
も
の
と
感

謝
し
て
い
る
。 

 
こ
の
委
員
会
の
報
告
書
に
ど
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
あ
る
資
料
に

よ
る
と
「
事
故
原
因
を
特
定
で
き
な
か
っ
た

が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
ミ
ス
を
ほ
の
め
か
し
て
」
い

る
と
の
こ
と
で
、
Ｙ
Ｓ─

１
１
が
欠
陥
機
種
で

あ
る
と
い
う
結
論
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
け

は
確
か
で
あ
る
。 

ＹＹ
ＳＳ━━

１１
１１
のの
後後
継継
機機
とと
世世
界界
のの
潮潮
流流  

 
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
売
れ
行
き
好
調
を
受
け
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
後
継
機
開
発
計
画
が
進
む
。

こ
れ
は
「
Ｙ
Ｘ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。 

 
昭
和
四
十
三
年
度
予
算
で
そ
の
調
査
費
の
予

算
要
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た

が
、
予
算
折
衝
最
終
段
階
で
Ｋ
主
計
局
次
長
に

陳
情
に
入
っ
た
加
藤
博
男
航
空
機
武
器
課
長

は
、
「
Ｙ
Ｘ
開
発
な
ど
と
ん
で
も
な
い
、
Ｙ
Ｓ

─

１
１
の
た
め
に
使
っ
た
五
五
億
円
を
耳
を
そ

ろ
え
て
持
っ
て
来
い
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
。 

 
こ
れ
は
当
時
主
計
局
中
に
知
れ
亘
っ
た
。
加

藤
課
長
は
控
え
室
で
心
配
し
て
待
っ
て
い
た
筆
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者
に
「
こ
れ
で
予
算
は
付
く
ぞ
。
も
し
付
け
る

気
が
な
け
れ
ば
、
怒
っ
た
り
し
な
い
よ
」
と
ほ

く
そ
笑
ま
れ
た
の
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
。
果
た
せ
る
か
な
Ｙ
Ｘ
の
調
査
費
と
し
て
一

億
五
〇
〇
〇
万
円
が
認
め
ら
れ
た
。 

 
こ
の
計
画
は
、
具
体
的
に
は
、
Ｏ
Ｒ
（
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
）
計
画
と
し
て
、
近

藤
次
郎
東
大
教
授
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
約

３
年
間
の
勉
強
の
末
、
Ｙ
Ｘ
の
青
写
真
が
で
き

｢

Ｙ
Ｓ─

３
３｣

と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
も

と
に
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
打
診
が
開
始
さ
れ
た
。
筆

者
も
先
述
の
フ
ァ
ー
ン
ボ
ロ
ー
・
エ
ア
・
シ
ョ

ウ
の
後
、
Ｙ
Ｘ
用
の
エ
ン
ジ
ン
三
社
、
機
体
メ

ー
カ
ー
四
社
、
エ
ア
ラ
イ
ン
一
社
を
訪
問
し
、

「
こ
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
新
規
開
発
の
計
画

あ
り
」
と
Ｙ
Ｘ
の
三
面
図
を
持
っ
て
歩
い
た
。 

 
こ
の
時
期
の
世
界
の
航
空
機
は
革
新
の
時
代

で
あ
っ
た
。
日
本
航
空
機
工
業
会
の
面
々
と
訪

ね
た
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ー
ル
ス
・
ロ
イ
ス
社
の
ダ

ー
ビ
ィ
工
場
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
・
フ
ァ
ー
バ
ー

を
使
っ
た
フ
ロ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
エ
ン
ジ
ンRB211

の
開
発
試
験
を
進
め
て
い
た
。
お
び
た
だ
し
い

カ
ー
ボ
ン
・
フ
ァ
ー
バ
ー
の
残
骸
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。 

 
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ォ
ッ
カ
ー
社
の
あ
と
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
同
工
業
会
有
森
専
務
理
事
と
ツ
ー
ル

ー
ズ
に
あ
る
シ
ュ
ド
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
社
を

訪
ね
た
。
こ
こ
で
は
超
音
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
コ

ン
コ
ー
ド
の
一
号
機
の
試
作
中
で
リ
ベ
ッ
ト
打

ち
作
業
中
の
広
い
主
翼
の
上
を
歩
か
せ
て
も
ら

っ
た
。 

 
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
東
海
岸
で
エ
ン
ジ
ン
・

メ
ー
カ
ー
Ｇ
Ｅ
社
と
Ｐ
＆
Ｗ
社
を
訪
ね
た
あ

と
、
西
海
岸
へ
飛
び
航
空
機
メ
ー
カ
ー
の
コ
ン

ベ
ア
社
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
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三
社
を
訪
ね
た
。
ボ
ー
イ
ン
グ
で
は
シ
ア
ト
ル

工
場
の
さ
ら
に
北
に
あ
る
エ
バ
レ
ッ
ト
に
巨
大

な
新
工
場
を
建
て
、
丁
度
Ｂ
７
４
７
型
機
の
試

作
一
号
機
を
ロ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
そ
の
時
、
地
上
か
ら
見
上
げ
た
巨
大
な

Ｂ
７
４
７
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
世
界
の
航
空
機
産
業
が
飛
躍
し

か
け
た
こ
の
時
期
に
、
こ
の
Ｙ
Ｘ
計
画
はPaper 

Plan

の
段
階
か
ら
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に

残
念
で
あ
る
。 

ＹＹ
ＳＳ━━

１１
１１
にに
学学
ぶぶ  

開開
発発
段段
階階  

Chief Engineer

の
責
任
範
囲
は
極
め
て
重

い
。
技
術
担
当
重
役
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
に
お
ら

れ
た
東
條
輝
雄
氏
は
、
大
変
立
派
な
人
柄
と
使

命
感
を
持
た
れ
た
方
で
経
営
者
と
し
て
も
優
れ

た
見
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
個
人
的
に
も
な

ん
ど
も
お
話
し
を
伺
う
機
会
を
持
っ
た
が
、
Ｙ

Ｓ─

１
１
のChief Engineer

と
し
て
の
苦
悩
は

並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
航

空
機
、
そ
れ
も
民
間
旅
客
機
を
丸
ご
と
一
人
で

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
際
に
、
も
っ
と

も
大
事
に
し
た
の
は
性
能
計
算
と
総
重
量
管
理

で
あ
り
、
一
定
の
性
能
を
維
持
し
な
が
ら
い
か

に
総
重
量
を
減
ら
す
か
は
民
間
航
空
機
の
営
業

に
大
き
く
関
わ
る
“payload

”
に
効
い
て
く
る

だ
け
に
最
大
の
配
慮
事
項
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
そ
れ
を
生
産
に
移
す
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
い
か
に
工
程
管
理
し
て
い
く
か
、
具
体
的

に
は
、
い
か
に
工
数
を
減
ら
す
か
、
手
際
よ
く

作
業
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
、
さ
ら
に
作
業
上

の
問
題
と
し
て
作
業
員
の
手
が
届
く
か
、
修
理

が
い
か
に
上
手
く
進
め
ら
れ
る
か
な
ど
は
図
面

上
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
無
理
で
、
い
わ
ゆ
る

モ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
（
実
物
大
に
木
製
の
模
型
）

を
作
っ
て
作
業
員
の
手
が
入
る
か
を
確
か
め
る

必
要
が
あ
る
。 

 
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
も
ち
ろ
ん
他
の
多
く
の

設
計
者
の
作
業
が
支
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

す
べ
て
隅
々
ま
でChief Engineer

と
し
て
責
任

を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。 

 
さ
ら
に
、
民
間
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
性
能
と

製
造cost

と
のTrade O

ff

を
い
か
に
バ
ラ
ン
ス

さ
せ
る
か
は
、
重
要
で
あ
る
。
我
が
国
航
空
機

産
業
は
、
軍
用
機
開
発
に
つ
い
て
は
戦
前
か
ら
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多
く
の
経
験
が
あ
っ
た
が
、
性
能
重
視
の
軍
用

機
と
は
異
な
り
、
コ
ス
ト
がProject

遂
行
の
上

で
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
。 

 
次
に
大
事
な
こ
と
は
開
発Schedule

と

M
arketability

の
関
係
で
あ
る
。 

 
軍
用
機
で
あ
れ
ば
実
戦
配
備
上
の
必
要
性
か

ら
開
発Schedule

が
決
め
ら
れ
る
が
、
民
間
機
の

場
合
は
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
エ
ア
ラ
イ
ン
の
注
文

に
応
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
な
ら
ず
、
し

か
も
競
合
機
種
と
は
も
ち
ろ
ん
性
能
上
の
勝
負

と
な
る
が
エ
ア
ラ
イ
ン
の
整
備
計
画
と
の
関
係

か
ら
こ
ち
ら
の
開
発Schedule

の
変
更
を
待
っ
て

は
く
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
、M

arketability

か
ら

み
てSchedule

の
管
理
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

 
新
機
種
の
開
発
に
あ
た
っ
て
大
事
な
こ
と
の

一
つ
に
い
か
に
性
能
の
新
規
性
を
ア
ッ
ピ
ー
ル

す
る
か
で
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
の
選
択
が
大
事
な

要
素
と
な
る
。
航
空
機
製
造
で
は
、
ご
存
知
の

よ
う
に
、
自
動
車
の
場
合
と
は
異
な
り
、
機
体

メ
ー
カ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
・
メ
ー
カ
ー
と
は
別
で

あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
は
機
体
の
信
頼
性
と
同
程
度

に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る

だ
け
に
新
機
種
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
信
頼
性

の
あ
る
既
存
の
エ
ン
ジ
ン
を
使
う
か
、
い
わ
ば

ワ
ン
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ
し
た
新
エ
ン
ジ
ン
を
使

う
か
が
大
き
な
選
択
に
な
る
。
Ｙ
Ｓ─

１
１
の

場
合
は
、
前
者
す
な
わ
ち
安
定
し
た
性
能
の
評

価
が
高
い
ロ
ー
ル
ス
・
ロ
イ
ス
の
ダ
ー
ト
１
０

型
タ
ー
ボ
・
プ
ロ
ッ
プ
・
エ
ン
ジ
ン
を
選
ぶ
と

同
時
に
、
プ
ロ
ペ
ラ
も
ダ
ウ
テ
ィ
・
ロ
ー
ト
ル

社
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
も
の
を
選
択
し
た
。 

 
搭
載
機
器
・
部
品
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が

い
え
る
。
新
し
い
計
器
・
部
品
の
開
発
を
関
連

メ
ー
カ
ー
に
求
め
る
に
はYS─

11

計
画
で
は
無

理
が
あ
っ
た
た
め
、
主
と
し
て
既
存
の
部
品
が

選
ば
れ
、
新Parts

な
ど
の
併
行
開
発
を
進
め
た

も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。 

 
開
発
の
最
終
段
階
は
い
か
な
る
条
件
が
整
え

ばG
o ahead

を
掛
け
る
か
で
あ
る
が
、
確
定
受

注
件
数
に
加
え
、
オ
プ
シ
ョ
ン
が
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
る
。
何
機
を
以
て
ブ
レ
ー
ク
・
イ
ー
ブ
ン
か

は
極
め
て
経
営
上
難
し
い
、
し
か
し
、
最
も
大

事
な
デ
シ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。 
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ど
こ
ま
で
発
注
が
伸
び
る
か
は
、
市
場
規
模

予
測
、
そ
し
て
当
該
機
の
評
価
に
か
か
る
。
た

だ
言
え
る
こ
と
は
、
純
民
間Project

に
比
べ
て

政
府
関
係Project
は
甘
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。

ま
し
て
戦
後
の
日
本
航
空
機
産
業
の
振
興
を
狙

い
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
経
営

判
断
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
当
て
は
ま
る
で
あ

ろ
う
。 

生生
産産
段段
階階  

 
Ｙ
Ｓ─

１
１
計
画
は
国
家Project

と
し
て
機

体
生
産
は
機
体
メ
ー
カ
ー
六
社
が
関
わ
っ
た
い

わ
ゆ
る
分
担
生
産
で
行
わ
れ
た
。
日
本
の
機
体

メ
ー
カ
ー
は
防
衛
庁
機
に
つ
い
て
機
種
ご
と
に

分
担
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
は
問
題

な
い
、
言
い
換
え
れ
ば
、
手
慣
れ
た
手
法
で
あ

っ
た
。 

 Final Assem
bly

は
三
菱
重
工(

株)

の
小
牧
工

場
で
行
わ
れ
、
そ
こ
に
関
係
五
社
が
分
担
部
分

を
持
ち
込
み
治
工
具
で
位
置
確
認
し
な
が
ら
組

み
立
て
ら
れ
た
。
こ
こ
で
の
経
営
上
の
課
題
は

分
担
生
産
故
のTotal Cost 

管
理
の
難
し
さ
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
営
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。 

相相
次次
ぐぐ
改改
修修  

 
誠
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
Ｙ
Ｓ─

１
１
の

顧
客
へ
のdelivery

が
始
ま
る
に
伴
い
様
々
な
注

文
が
で
て
き
た
。
改
修
は
、M

ust

の
改
修
（
Ｆ

Ａ
Ａ
対
応
）
とBetter

の
改
修
（
顧
客
対
応
・
居

住
性
な
ど
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。 

 
前
者
は
、
技
術
的
に
改
修
す
る
こ
と
が
航
空

局
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
航
空
局
か
ら
求
め
ら
れ
た

も
の
で
必
須
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

後
者
は
顧
客
か
ら
の
注
文
に
応
え
て
行
う
も
の

で
営
業
上
求
め
ら
れ
る
改
修
で
あ
る
。 

 
こ
の
結
果
、
経
営
面
へ
の
影
響
と
し
て
は
、

部
品
と
し
て
新
旧
両
部
品
を
保
管
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
も
、
エ
ア
ラ
イ
ン
と
の
契
約

上
定
期
航
空
便
で
五
機
以
上
飛
ん
で
い
る
間
は

当
該
部
品
の
供
給
義
務
が
あ
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
新
旧
部
品
の
保
管
費
用
が
発
生
す

る
。
旧
部
品
だ
け
で
な
く
、
旧
々
部
品
、
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旧
々
々
部
品
と
改
修
が
出
る
度
に
溜
ま
り
、
こ

の
費
用
は
馬
鹿
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
Ｎ
Ａ

Ｍ
Ｃ
終
了
の
時
に
も
ど
こ
に
保
管
し
供
給
を
続

け
る
か
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
。
良
か
れ
と

思
っ
て
行
っ
た
改
修
が
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
負
担

に
な
る
か
ま
で
は
十
分
計
算
が
あ
っ
た
と
は
見

ら
れ
な
い
。 

 
こ
れ
ら
は
言
い
換
え
れ
ば
、
技
術
的
判
断

（
安
全
面
）
と
営
業
面
の
判
断
と
経
営
面
の
判

断
（Cost

管
理
）
が
一
体
的
に
な
さ
れ
て
い
た

か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。 

 
改
修
の
も
う
一
つ
の
波
及
と
し
て
、
治
工
具

の
関
係
も
同
じ
こ
と
で
、
改
修
に
伴
い
必
要
な

新
た
な
治
工
具
は
当
然
製
作
さ
れ
た
が
、
同
時

に
改
修
前
の
治
工
具
に
も
先
に
述
べ
た
と
同
じ

理
由
で
、
将
来
と
も
保
管
・
管
理
義
務
が
生
じ

て
い
た
。 

  

販販
売売
段段
階階  

 
わ
が
国
初
の
民
間
旅
客
機
の
販
売
は
国
民
の

期
待
を
担
っ
て
華
々
し
く
国
内
に
、
海
外
に
と

発
展
し
て
い
っ
た
。 

一
八
二
機
＝
国
内
民
間
機
七
五
機
、
官
需
機
三
四
機

（
海
上
自
衛
隊
一
〇
機
、
航
空
自
衛
隊
一
三
機
、
海

上
保
安
庁
五
機
、
運
輸
省
航
空
局
六
機
）
、
輸
出
一

三
ヶ
国
七
六
機
（
合
計
が
一
八
二
機
を
超
え
る
の
は
民

間
機
か
ら
官
需
へ
、
輸
出
先
か
ら
官
需
へ
、
官
需
か
ら
輸

出
へ
、
官
需
機
か
ら
民
間
機
へ
な
ど
と
転
籍
し
た
も
の
が

あ
る
こ
と
に
よ
る
） 

 
販
売
の
歴
史
を
見
る
と
、
国
内
か
ら
始
ま
り

海
外
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し
ろ
延

べ
払
い
が
大
原
則
（
先
述
の
通
り
、
輸
出
機
に

つ
い
て
、
為
替
レ
ー
ト
の
切
り
上
げ
（
円
高
）

が
大
き
く
経
理
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
）
で

あ
る
た
め
、
国
内
の
販
売
に
見
合
い
日
本
開
発

銀
行
か
ら
の
融
資
、
輸
出
に
つ
い
て
は
日
本
輸

出
入
銀
行
か
ら
の
融
資
、
さ
ら
に
不
足
分
は
政

府
保
証
付
き
民
間
の
協
調
融
資
（
社
債
）
で
財

務
・
経
理
は
回
っ
て
い
く
仕
組
み
で
あ
っ
た
。 

 
当
然
の
こ
と
な
が
ら
航
空
機
武
器
課
と
し
て

は
、
開
銀
分
に
つ
い
て
大
蔵
省
理
財
局
資
金
第

一
課
と
の
折
衝
、
輸
銀
融
資
分
に
つ
い
て
は
輸

出
案
件
ご
と
に
国
際
金
融
局
に
日
参
し
輸
銀
保

証
の
取
り
付
け
交
渉
を
、
さ
ら
に
政
府
保
証
枠

に
つ
い
て
は
理
財
局
・
主
計
局
と
折
衝
し
た
。 

 
と
く
に
ア
メ
リ
カPiedm

ont

社
へ
の
輸
出
案

件
は
、
一
〇
機
プ
ラ
スO

ption

一
〇
機
と
い
う

最
大
の
案
件
だ
け
に
か
な
り
の
時
間
を
割
い
て

輸
銀
融
資
の
条
件
を
充
た
す
よ
う
に
一
方
で
は

契
約
の
修
正
を
、
他
方
で
は
例
外
的
に
輸
銀
融

資
の
道
を
開
く
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
と
輸
銀
の

間
に
立
っ
て
ま
と
め
上
げ
た
。 

 
通
常
、
通
産
省
が
個
別
の
輸
出
案
件
に
つ
い

て
、
こ
こ
ま
で
係
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
国
策

会
社
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
の
製
品
の
輸
出
で
あ
る
だ
け
に

放
っ
て
お
け
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
輸
銀
融
資

が
リ
ー
ス
契
約
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
議
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論
と
な
っ
た
が
、
リ
ー
ス
・
パ
ー
チ
ェ
ス
契
約

と
す
る
こ
と
で
切
り
抜
け
た
。 

 
販
売
条
件
に
つ
い
て
は
、
他
の
航
空
機
の
売

り
込
み
条
件
と
のM

atching

で
あ
る
こ
と
が
、

通
常
の
輸
銀
融
資
を
超
え
る
ソ
フ
ト
な
条
件
で

あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
エ
ア

ラ
イ
ン
へ
の
競
合
機
種
の
売
り
込
み
条
件
を
調

べ
る
こ
と
が
勝
負
の
分
か
れ
道
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
が
な
か

な
か
把
握
し
難
く
、
か
な
り
き
わ
ど
い
議
論
の

末
ど
う
に
か
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
の
ソ
フ
ト
な
条
件

で
の
輸
銀
融
資
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
は
輸

出
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 M
arket

の
動
向
は
、
わ
が
国
初
の
国
産
旅
客

機
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
厳
し
い
環
境
だ
っ
た
。

当
時
の
わ
が
国
に
は
民
間
航
空
機
販
売
の
プ
ロ

が
不
在
で
あ
り
、
通
常
エ
ア
ラ
イ
ン
ご
と
に
担

当
商
社
が
決
ま
り
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
の
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
同
道
し
な
が
ら
、
相
手
エ
ア
ラ
イ
ン
と
の

接
点
を
見
出
す
べ
く
悪
戦
苦
闘
の
繰
り
返
し
で

あ
っ
た
。 

経
営
面
か
ら
言
え
ば
、M

arket Price

と
は
関

係
な
し
で
決
ま
る
生
産Cost

と
の
間
に
、Cost

削
減
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
な
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 Cost

はCost

、Sales Price

はSeles Price

で

別
途
決
定
さ
れ
る
仕
組
み
は
、
こ
れ
を
仕
切
る

N
AM

C
に
逆
ザ
ヤ
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。 

 
し
か
し
、
こ
れ
も
直
ち
に
判
明
す
る
の
で
は

な
く
、
複
雑
なSales
条
件
と
多
岐
に
わ
た
る
生

産
コ
ス
ト
の
積
み
上
げ
は
後
日
明
ら
か
と
さ

れ
、
そ
れ
が
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
の
経
営
を
赤
字
体
質
に

追
い
込
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
も
と

も
と
予
定
さ
れ
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い

面
が
強
い
。 

部部
品品
供供
給給  

アア
フフ
タタ
ーー
・・
セセ
ーー
ルル
スス
・・
ササ
ーー
ビビ
スス  

 
航
空
機
は
安
全
面
か
ら
の
厳
し
い
規
制
か

ら
、Flight H

our

な
ど
に
応
じ
て
部
品
の
交
換

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
タ
イ
ヤ

は
四
回
の
着
陸
ご
と
に
、
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ギ

ヤ
ー
は
一
〇
〇
〇
時
間
ご
と
の
点
検
と
い
う
具

合
で
あ
る
。 

 
と
い
う
こ
と
は
、
航
空
機
メ
ー
カ
ー
は
そ
れ

ら
の
消
耗
品
・
部
品
等
の
供
給
責
任
を
持
つ
。

し
か
し
、
同
時
に
独
占
的
供
給
権
を
持
つ
こ
と

に
な
り
、
基
本
的
に
は
収
益
源
と
な
る
と
認
識

し
て
良
い
。 

 
一
般
家
電
製
品
に
つ
い
て
は
、
製
造
中
止
後

七
年
間
の
部
品
管
理
・
保
管
義
務
が
あ
る
が
、

Ｙ
Ｓ─

１
１
の
場
合
は
、
前
述
の
通
り
、
定
期

航
空
便
で
五
機
以
上
飛
ん
で
い
る
間
は
当
該
部

品
の
供
給
義
務
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
〇
万
点
を
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超
え
る
部
品
か
ら
な
る
航
空
機
に
つ
い
て
は
大

変
な
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
エ
ア
ラ
イ
ン

が
身
近
に
保
管
す
る
も
の
、
航
空
機
メ
ー
カ
ー

が
部
品
保
管
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
も
の
な
ど
様
々

で
あ
る
が
、
Ｙ
Ｓ─
１
１
の
場
合
に
は
、
輸
出

機
種
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の

人
的
、
物
的
負
担
は
、
コ
ス
ト
計
算
を
超
え
て

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
。 

 
耐
久
消
費
財
の
販
売
の
常
識
と
し
て
、
ア
フ

タ
ー
・
セ
ー
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
は
欠
か
せ
な

い
。
ま
し
て
厳
し
い
安
全
性
が
求
め
ら
れ
る
航

空
機
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
民
間
機
の
セ
ー

ル
ス
が
初
体
験
の
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
に
と
っ
て
は
、
ア

フ
タ
ー
・
セ
ー
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
も
初
体
験
で

あ
っ
た
。 

 
も
ち
ろ
ん
購
入
者
と
し
て
の
エ
ア
ラ
イ
ン
に

対
す
る
メ
ー
カ
ー
の
体
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
な

る
が
、
そ
のTechnical Support Team

 (Tech 

Rep) 

の
充
実
を
、
限
ら
れ
た
技
術
者
を
割
い
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
人
材
の
確
保
、

配
置
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
経
営
は
試
行
錯
誤
の

繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。 

 
こ
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
で
思
い

出
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「Lockheed 

事

件
」
で
あ
る
。
航
空
機
の
よ
う
な
大
型
の
機
材

を
売
り
込
む
時
に
は
、
競
合
機
種
と
の
販
売
合

戦
に
際
し
、
初
号
機
の
売
り
込
み
が
す
べ
て
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
最
初
の
一
機
が
入
れ
ば
、
エ
ア
ラ
イ
ン
の
方

針
と
し
て
、
部
品
の
保
管
体
制
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
訓
練
・
習
熟
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
容
易
さ
等

か
ら
、
出
来
る
だ
け
機
種
統
一
を
図
る
こ
と
が

コ
ス
ト
削
減
と
な
る
。 

 
も
し
、
機
種
統
一
を
行
わ
ず
、
新
た
に
競
合

機
種
を
入
れ
る
と
な
る
と
、
関
連
ラ
イ
ン
が
複

数
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
だ
け
に
初
号
機
の

売
り
込
み
合
戦
は
、
常
軌
を
逸
し
た
こ
と
に
な

り
易
い
。
そ
れ
で
も
初
号
機
が
納
入
で
き
れ

ば
、
か
な
り
の
出
血
受
注
で
も
、
後
継
機
の
受

注
で
十
分
ペ
イ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
Ｙ
Ｓ̶

１
１
の
輸
出
商
戦
は
、
こ
う
い
う
環

境
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
か

な
り
厳
し
い
条
件
も
飲
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
後
継
機
の
発
注
に

繫
が
れ
ば
良
か
っ
た
が
、
必
ず
し
も
当
初
の
思

惑
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
の
が
、
Ｙ
Ｓ̶

１
１

のSales

の
実
際
で
あ
っ
た
。 

中中
国国
市市
場場
開開
拓拓
のの
夢夢  

 STO
L

性
能
を
誇
る
中
型
機
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
有

望
輸
出
先
と
し
て
、
そ
の
航
続
距
離
も
考
慮

し
、
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
中
国
市
場
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
検
討
を
始
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
機
体
本

体
で
は
な
く
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
器
、
と
く
に

電
子
関
連
部
品
の
中
に
当
時
の
コ
コ
ム
規
制
に
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抵
触
す
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。 

 
そ
こ
で
、
当
該
部
品
の
コ
コ
ム
対
象
外
へ
の

載
せ
換
え
も
検
討
さ
れ
た
が
、
異
な
る
部
品
で

は
既
存
の
ス
ペ
ー
ス
に
収
ま
ら
ず
、
あ
る
い
は

重
量
と
の
関
係
か
ら
構
造
上
不
可
能
と
の
結
論

に
な
っ
た
。 

 
こ
の
こ
と
は
開
発
計
画
段
階
か
ら
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
予
測
し
て
部
品
の
選
択
ま
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
最
初
の

民
間
航
空
機
の
開
発
に
あ
た
り
そ
こ
ま
で
の
配

慮
を
求
め
る
の
は
無
理
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

後後
継継
機機
をを
生生
かか
すす  

 
こ
れ
ら
の
事
項
は
す
べ
て
後
継
機
が
あ
っ
て

初
め
て
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、

Sales

面
で
も
後
継
機
が
あ
る
か
な
い
か
は
エ
ア

ラ
イ
ン
が
機
種
の
選
定
に
あ
た
り
大
き
な
考
慮

要
因
と
な
る
。
Ｙ
Ｓ
に
継
ぐ
Ｙ
Ｘ
計
画
が
頓
挫

し
た
こ
と
は
Ｙ
Ｓ─

１
１
のSales

に
あ
た
り
、

特
に
後
半
に
お
い
て
競
合
他
社
と
の
関
係
で
苦

戦
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
最
期
に
、
Ｙ
Ｓ─

１
１
を
愛
し
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ

に
情
熱
を
注
い
だ
仲
間
た
ち
の
た
め
に
、
Ｙ
Ｓ

─

１
１
の
航
空
機
と
し
て
の
素
晴
ら
し
さ
に
触

れ
て
筆
を
置
く
。 

「
Ｙ
Ｓ─

１
１
は
数
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
次
々
に

消
し
ゆ
き
、
昭
和
四
十
三
年
時
点
で
は
一
機
当

た
り
飛
行
時
間
月
三
〇
〇
時
間
以
上
、
定
時
出

発
率
九
九
％
を
誇
る
高
い
信
頼
性
を
持
つ
航
空

機
と
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
機

体
の
頑
丈
さ
は
軍
用
機
の
性
格
か
ら
求
め
ら
れ

た
た
め
、
「
安
全
率
を
過
大
な
ま
で
確
保
し
、

主
翼
に
つ
い
て
約
一
九
万
時
間
、
胴
体
は
約
二

二
万
五
千
時
間
に
相
当
す
る
疲
労
強
度
試
験
」

を
行
っ
て
い
た
。
 
 
（W

ikipedia 

「YS─
11

」

に
よ
る
） 

 
筆
者
も
こ
の
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
現
場
を

訪
ね
て
い
る
。
輪
切
り
に
し
た
機
体
に
水
圧
を

か
け
て
実
験
が
行
わ
れ
て
い
た
。
月
三
〇
〇
時

間
、
年
三
六
〇
〇
時
間
の
運
行
と
す
る
と
六
〇

年
以
上
の
飛
行
に
伴
う
疲
労
に
絶
え
る
と
い
っ

た
疲
労
強
度
試
験
で
あ
っ
た
。 
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現
に
「
そ
の
丈
夫
な
つ
く
り
か
ら
、
輸
出
さ

れ
た
機
体
は
ま
だ
現
役
で
あ
り
続
け
て
い
る
」

（
同
上
）
と
い
う
。 

後後
継継
機機
をを
生生
かか
すす  

去
る
二
〇
一
一
年
八
月
二
十
八
日
（
日
）
に

「
Ｙ
Ｓ─

１
１
を
誇
る
会
」
が
開
か
れ
た
。
こ

れ
は
当
時
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
た
め
に
「
青
春
を
捧

げ
た
人
々
」
（
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｃ
の
営
業
担
当
役
員
で
あ
ら
れ
た
遊

佐
上
治
氏
が
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉
）
約
五
〇
名
（
発
足
当
初

は
約
七
〇
名
だ
っ
た
が
、
年
々
欠
け
て
）
が
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
集
う
。
今
年
は
四
〇
名
が
集
い
先
述
の

矢
嶋
英
敏
氏
の
旭
日
重
光
章
の
「
叙
勲
を
喜
ぶ

仲
間
の
会
」
で
あ
っ
た
。 

同
氏
は
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
部
品
の
調
達
、
次
に
輸

出
関
連
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
苦
労
の
多
い
人
生

の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
、
そ
の
後
、(

株)

島
津
製

作
所
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
最
後
は
同
社
の
社
長
、

会
長
と
し
て
多
く
の
分
野
で
数
々
の
ご
功
績
を
積

ま
れ
た
方
で
あ
る
。
当
日
は
同
氏
を
囲
み
、
彼
の

栄
誉
を
称
え
る
と
と
も
に
、
Ｙ
Ｓ─

１
１
の
た
め

に
そ
れ
ぞ
れ
心
血
を
注
い
だ
往
時
を
偲
ん
だ
。 

Ｙ
Ｓ─

１
１
の
雄
姿
は
ま
だ
彼
ら
の
心
の
中
で

飛
び
続
け
て
い
る
。 

本
稿
に
つ
い
て
の
文
責
は
全
て
筆

者
に
あ
る
が
、本
稿
を
ま
と
め
る
に

あ
た
り
伊
藤
健
之
助
氏
、矢
嶋
英
敏

氏
、
西
田
和
夫
氏
（
当
時
財
務
課

長
）
、
い
ず
れ
も
「
岡
松
会
」
の
メ

ン
バ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
い

る
。
こ
こ
に
記
し
て
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
本
稿
は
時
評
社
「
時
評
」
二
〇
一
一
年
九
月

号
掲
載「
民
間
航
空
機
産
業
政
策
史
 

第
三
回
」と
一

〇
月
号
に
掲
載
「
民
間
航
空
機
産
業
政
策
史
 

第
四

回
」に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
写
真
な
ど
を
新
た
に
加
え

た
も
の
で
あ
る
。


